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  私たち社会福祉法人暁会は、『地域の医療・福祉に貢献する』という法人理念のもと、平成９年４月１日、

下関市の勝山・小野地区にて定員７０名の特別養護老人ホームの開所を皮切りに、変容する高齢者施策に

対応し多様化する地域のニーズに応えてまいりました。

　本号では、この春、２０周年を迎えた「特別養護老人ホームフェニックス」について紹介いたします。

特別養護老人ホーム フェニックス特別養護老人ホーム フェニックス

開設 20 周年開設 20 周年



看 護 職 員機能訓練指導員 (ＰＴ)機能訓練指導員 (ＯＴ)

　入居者様・利用者様が、施設にお

いてその人らしく快適な生活がおく

られるよう、多職種と協働してリハ

ビリ実施計画を作成しております。　

　特養で行っているリハビリには個

別リハビリと集団リハビリがありま

す。個別リハビリではストレッチや

筋力維持を目的とした運動、手すり

や平行棒での歩行練習、日常生活動

作の練習等を行っています。集団リ

ハビリでは、身体的側面だけでなく、

精神的側面における目的も持って体

操やゲーム（連想ゲーム、後出しジャ

ンケン等）を行っています。

　それ以外においても機能訓練指導

員は、靴や車椅子等の福祉用具の提

案・選定や、ベッド周りの環境調整、

日常生活動作の指導も行っています。

　今年４月から新しい機能訓練指導

員が加わっており、入居者様・利用

者様が快適な生活をおくる

お手伝いができるよう、

日々精進しております

ので、今後とも宜しく

お願いいたします。

 特養における看護職員の役割は、

入居者様・利用者様の健康管理です。

ほとんどの方が、病気や障害を持ち

ながら生活されています。私達看護

職員は、日頃の状態を把握し体調の

異常を早期に発見し、急変時・緊急

時には迅速・適切な対応に努めてい

ます。

　発語が無く無表情な方が、声掛け

すると目で追い表情が緩んだり、長

い期間、経口摂取できなかった方が、

多職種の援助により経口摂取できる

様になられたり等、そばに寄り添い

日々看護していく中でたくさんの喜

びを感じています。

これからも、その日その日を無事に

安楽に安定して過ごして頂けるよう

他職種と協働しながら支援していき

たいと思います。

　現在、ユニット型・特養で機能訓

練指導員として入居者様の身体的な

機能維持・向上を目的とした個別リ

ハビリテーションを中心に業務を行

なっています。

　訓練の内容は、歩行練習・起立練

習・関節可動域訓練、褥瘡予防のポ

ジショニング、介助方法の指導、集

団でのレクリエーションなどです。

　ユニット型・特養での専従として

の勤務は 3 年目となりました。難し

いと感じる事も多いですが、楽しさ

も多く感じています。

　リハビリをする中でいつも心掛け

ている事は、リハビリ中はなるべく

会話を多く、楽しい雰囲気で、笑顔

で行えるように、ということです。

　今後の目標としては、入居者様が

健康で 100 歳を迎えられるように身

体的な機能維持・向上と、安全で楽  

しく過ごせるような環境

づくりにも貢献して

いきたいと思ってい

ます。

季節行事や、スタッ

フの手作りによるイベン

ト、ボランティアの方々との

交流などを通して、入居者様

が暖かい雰囲気と充実した生

活が送れるようスタッフ全

員が団結し、がんばっ

ております。

ご家族参加のバス

ハイクや茶話会等も年

2回企画しており、ご家

族との「ふれあい」や

「つながり」を重視し

ております。

　

サービス利用対象

者は常時介護を必要と

し、かつ居宅で介護を受け

ることが困難な要介護者の方

であり、当施設は地域の人々

との交流を通じて、開かれ

た老人福祉施設を目指し

ています。

現在 4 名のケアマネージャーで 104

名の入居者様のケアプラン作成、

サービス担当者会議の開催等を

行っています。日々の介護の業務

を通じて、他専門職と連携をしな

がら利用者様の生活状況や身体機

能の変化に応じてアセスメントの

見直しやプランの変更等の業務に

あたっています。

　今後も入居者様おひとりおひと

りがその人らしい尊厳のある生活

を継続できるよう支援していきた

いと思います。

　利用者様に少しでも楽しく日常

生活を送っていただける様、食事

介助や日々のレクリエーション、

外出行事を通じてコミュニケー

ションをとらせていただいており

ます。

　今後も入居者様目線で物事を考

え、おひとりおひとりがより良い

生活を送れるよう、取り組んで行

きたいと思います。そして、入居

者様のたくさんの笑顔が見られる

よう明るい職場づくりを目指して

いきたいと思います。

　主な業務としては、入所（定員

104 名）に関する「検討」・「契約」

業務、入所後の介護保険制度に関

するサポート、退所時の手続き業

務、ショートステイの利用者確保

及びそれに伴うベッドコントロー

ル業務、利用料請求業務などがあ

ります。行政との折衝や調査事項

への対応も重要な業務の 1 つです。

　特養においては入所基準等の制

度変更により、年々入居者の平均

要介護度が上昇しています。その

様な中、生活相談員としては、新

規者検討の際、ご本人の状態だけ

でなくご家族や周囲の環境等も含

めて情報収集を行い、その方がそ

の人らしく安全安心に生活して頂

けるかを総合的に検討しています。

今後も真に援助が必要と思われる

方にご利用頂き、地域福祉

への貢献の一役を担える

よう努めて参ります。

1. 理念『信頼』・『チームの和』

2. 施設の運営方針

   ①利用者の尊厳・基本的人権を尊重します。

　 ②利用者ひとりひとりがその人らしく暮らせるように支援します。

   ③安全・安心の福祉サービスを提供します。

   ④福祉人としての資質の向上に努めます。

   ⑤利用者の生活環境を改善する「5S 運動」を推進します。（整理・整頓・清掃・清潔・躾）

       ・「整理」 ： 「いるもの」と「いらないもの」を分けて、いらないものをすてること。

       ・「整頓」 ： 決められたものを決められた場所に置き、いつでも取り出せる状態にしておくこと。

       ・「清掃」 ： 常に掃除をして職場・入居者の生活空間を綺麗な状態に保つこと。

       ・「清潔」 ： 先の３つの「Ｓ」を保つこと。

       ・「躾」　 ： 決められたルール・手順を正しく守る習慣をつけること。

   ⑥地域における認知症施策（認知症カフェ、徘徊者捜索模擬訓練、認知症サポーター養成講座等）

       に積極的に参画します。

   ⑦各委員会活動を活性化し、目標達成に向け全職種が積極的に連携を図り、協力して行動します。

3. 本年度の取組・目標等

   ①社会人、組織人、福祉人として必要な基本姿勢と態度を修得するため、到達目標に対し６か月毎

      に自己評価および上司による評価を実施し、到達度を検証する。

   ②目標は骨折０件、食中毒・感染症０件、高齢者虐待・身体拘束０件、褥瘡０件、誤嚥性肺炎０件。
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現在 4 名のケアマネージャーで 104

名の入居者様のケアプラン作成、

サービス担当者会議の開催等を

行っています。日々の介護の業務

を通じて、他専門職と連携をしな

がら利用者様の生活状況や身体機

能の変化に応じてアセスメントの

見直しやプランの変更等の業務に

あたっています。

　今後も利用者様一人一人がその

人らしい尊厳のある生活を継続で

きるよう支援していきたいと思い

ます。

　利用者様に少しでも楽しく日常

生活を送っていただける様、食事

介助や日々のレクリエーション、

外出行事を通じてコミュニケー

ションをとらせていただいており

ます。

　今後も入居者様目線で物事を考

え、お一人お一人がより良い生活

を送れるよう、取り組んで行きた

いと思います。そして、利用者様

のたくさんの笑顔が見られるよう

明るい職場づくりを目指していき

たいと思います。

　主な業務としては、入所（定員

104 名）に関する「検討」・「契約」

業務、入所後の介護保険制度に関

するサポート、退所時の手続き業

務、ショートステイの利用者確保

及びそれに伴うベッドコントロー

ル業務、利用料請求業務などがあ

ります。行政との折衝や調査事項

への対応も重要な業務の 1 つです。

　特養においては入所基準等の制

度変更により、年々利用者の平均

要介護度が上昇しています。その

様な中、生活相談員としては、新

規者検討の際、ご本人の状態だけ

でなくご家族や周囲の環境等も含

めて情報収集を行い、その方がそ

の人らしく安全安心に生活して頂

けるかを総合的に検討しています。

今後も真に援助が必要と思われる

方にご利用頂き、地域福祉

への貢献の一役を担える

よう努めて参ります。



５
月
14
日
（
日
）
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
家

族
会
主
催
の
バ
ス
ハ
イ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
夏
の
日
差
し
を
ほ

の
か
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
最
高

の
行
事
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
入
居
者
様
11
名
、
ご
家
族

様
14
名
、
職
員
15
名
の
総
勢
40
名
と

な
り
ま
し
た
。
一
同
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
、
ハ
イ
エ
ー
ス
、
ミ
ニ
バ
ン
に
乗

り
山
陽
小
野
田
市
埴
生
に
あ
る
西
日

本
最
大
級
の
い
ち
ご
農
場
「
花
の
海
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は

菊
川
の
田
園
や
木
屋
川
な
ど
窓
か
ら

見
え
る
風
景
を
眺
め
な
が
ら
想
い
出

を
回
想
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
出
発
し
て
40
分
、

目
的
地
へ
到
着
し
ま
し
た
。
現
地
ス

タ
ッ
フ
よ
り
収
穫
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
い
ち
ご
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
３
面
分
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
車

椅
子
で
入
場
が
で
き
る
ほ
ど
通
路
も

広
く
、
ま
た
入
居
者
様
の
目
線
の
高

さ
に
い
ち
ご
が
実
っ
て
お
り
、
手
で

い
ち
ご
を
採
っ
て
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
、
施
設
内
で

５
月
14
日
（
日
）
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
家

族
会
主
催
の
バ
ス
ハ
イ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
夏
の
日
差
し
を
ほ

の
か
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
最
高

の
行
事
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
入
居
者
様
11
名
、
ご
家
族

様
14
名
、
職
員
15
名
の
総
勢
40
名
と

な
り
ま
し
た
。
一
同
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
、
ハ
イ
エ
ー
ス
、
ミ
ニ
バ
ン
に
乗

り
山
陽
小
野
田
市
埴
生
に
あ
る
西
日

本
最
大
級
の
い
ち
ご
農
場
「
花
の
海
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は

菊
川
の
田
園
や
木
屋
川
な
ど
窓
か
ら

見
え
る
風
景
を
眺
め
な
が
ら
想
い
出

を
回
想
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
出
発
し
て
40
分
、

目
的
地
へ
到
着
し
ま
し
た
。
現
地
ス

タ
ッ
フ
よ
り
収
穫
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
い
ち
ご
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
３
面
分
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
車

椅
子
で
入
場
が
で
き
る
ほ
ど
通
路
も

広
く
、
ま
た
入
居
者
様
の
目
線
の
高

さ
に
い
ち
ご
が
実
っ
て
お
り
、
手
で

い
ち
ご
を
採
っ
て
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
、
施
設
内
で

は
積
極
的
に
食
事
を
摂
ら
な
い
入
居

者
様
も
笑
顔
で
「
い
ち
ご
、
お
い
し

い
。
」
と
言
い
な
が
ら
10
粒
以
上
を
完

食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
糖
度
が
高
く

高
品
質
な
い
ち
ご
を
堪
能
さ
れ
大
変

満
足
さ
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

昼
食
は
広
大
な
農
園
が
見
渡
せ
る

屋
外
テ
ラ
ス
席
を
お
借
り
し
て
お
弁

当
を
皆
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
後
は
隣
接
し
た
50
万
本
の
ポ
ピ
ー

畑
や
バ
ラ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゼ
ラ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
花
を
観
賞

し
ま
し
た
。
入
居
者
様
は
自
然
の
中

で
ご
家
族
様
と
楽
し
く
過
ご
さ
れ
笑

顔
の
絶
え
な
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
入
居
者
様
の
生
活
が
よ
り
一

層
有
意
義
に
な
る
よ
う
に
、
職
員
一

同
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

は
積
極
的
に
食
事
を
摂
ら
な
い
入
居

者
様
も
笑
顔
で
「
い
ち
ご
、
お
い
し

い
。
」
と
言
い
な
が
ら
10
粒
以
上
を
完

食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
糖
度
が
高
く

高
品
質
な
い
ち
ご
を
堪
能
さ
れ
大
変

満
足
さ
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

昼
食
は
広
大
な
農
園
が
見
渡
せ
る

屋
外
テ
ラ
ス
席
を
お
借
り
し
て
お
弁

当
を
皆
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
後
は
隣
接
し
た
50
万
本
の
ポ
ピ
ー

畑
や
バ
ラ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゼ
ラ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
花
を
観
賞

し
ま
し
た
。
入
居
者
様
は
自
然
の
中

で
ご
家
族
様
と
楽
し
く
過
ご
さ
れ
笑

顔
の
絶
え
な
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
入
居
者
様
の
生
活
が
よ
り
一

層
有
意
義
に
な
る
よ
う
に
、
職
員
一

同
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

特別養護老人ホーム
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菖蒲見学
フェニックス デイサービスセンターフェニックス デイサービスセンター

　

帰
り
の
車
の
中
で
も

菖
蒲
の
余
韻
が
残
っ
て

お
り
、
「
本
当
に
き
れ

い
だ
っ
た
ね
」
「
天
気

に
恵
ま
れ
て
よ
か
っ
た

ね
」
と
言
わ
れ
感
動
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
去
年
は
雨
の
日
が

多
く
歩
く
の
に
足
元
に

気
を
つ
け
て
菖
蒲
を
見

な
い
と
い
け
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
は
水

曜
日
を
除
い
て
晴
れ
て

い
た
の
で
東
行
庵
の
中

を
じ
っ
く
り
見
れ
た
の

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
帰
っ
て
来
ら
れ
た

ら
皆
さ
ん
す
が
す
が
し

い
顔
で
疲
れ
た
様
子
も

な
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
さ
れ
て

帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
菖
蒲
見
学
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
菖
蒲
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
心
地
よ
い
風

が
吹
く
中
み
な
さ
ん
車
に
乗
っ
て
東

行
庵
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
東
行

庵
に
行
く
と
菖
蒲
の
花
が
咲
い
て
お

り
、
花
の
色
も
様
々
で
、
黄
色
、
ピ

ン
ク
、
青
色
と
た
く
さ
ん
の
花
を
咲

か
し
て
お
り
、
利
用
者
様
も
見
と
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
る
ね
」
「
あ
そ
こ
に
も
咲
い

て
き
れ
い
だ
ね
」
と
言
わ
れ
な
が
ら

歩
い
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
の
方
に
は
鯉
が
大
き
な
口
を
あ

け
な
が
ら
泳
い
で
い
ま
し
た
。
「
鯉

も
お
な
か
が
す
い
と
る
ん
だ
ね
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
池
の
周
り
を
回
ら
れ

ま
し
た
。
駐
車
場
で
は
晋
作
餅
を

売
っ
て
お
り
、
焼
き
た
て
の
餅
の
い

い
匂
い
が
し
ま
し
た
。
東
行
庵
を
歩

い
て
こ
ら
れ
た
の
で
お
な
か
が
す
い

た
の
か
皆
さ
ん
買
わ
れ
る
方
が
多

か
っ
た
で
す
。
「
家
に
帰
っ
て
食
べ

よ
う
か
」
「
嫁
や
孫
に
あ
げ
よ
う
」

と
言
わ
れ
て
買
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
菖
蒲
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
心
地
よ
い
風

が
吹
く
中
み
な
さ
ん
車
に
乗
っ
て
東

行
庵
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
東
行

庵
に
行
く
と
菖
蒲
の
花
が
咲
い
て
お

り
、
花
の
色
も
様
々
で
、
黄
色
、
ピ

ン
ク
、
青
色
と
た
く
さ
ん
の
花
を
咲

か
し
て
お
り
、
利
用
者
様
も
見
と
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
る
ね
」
「
あ
そ
こ
に
も
咲
い

て
き
れ
い
だ
ね
」
と
言
わ
れ
な
が
ら

歩
い
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
の
方
に
は
鯉
が
大
き
な
口
を
あ

け
な
が
ら
泳
い
で
い
ま
し
た
。
「
鯉

も
お
な
か
が
す
い
と
る
ん
だ
ね
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
池
の
周
り
を
回
ら
れ

ま
し
た
。
駐
車
場
で
は
晋
作
餅
を

売
っ
て
お
り
、
焼
き
た
て
の
餅
の
い

い
匂
い
が
し
ま
し
た
。
東
行
庵
を
歩

い
て
こ
ら
れ
た
の
で
お
な
か
が
す
い

た
の
か
皆
さ
ん
買
わ
れ
る
方
が
多

か
っ
た
で
す
。
「
家
に
帰
っ
て
食
べ

よ
う
か
」
「
嫁
や
孫
に
あ
げ
よ
う
」

と
言
わ
れ
て
買
わ
れ
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
の
中
で
も

菖
蒲
の
余
韻
が
残
っ
て

お
り
、
「
本
当
に
き
れ
い

だ
っ
た
ね
」
「
天
気
に
恵

ま
れ
て
よ
か
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
感
動
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

去
年
は
雨
の
日
が
多
く

歩
く
の
に
足
元
に
気
を

つ
け
て
菖
蒲
を
見
な
い

と
い
け
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
年
は
水
曜
日

を
除
い
て
晴
れ
て
い
た

の
で
東
行
庵
の
中
を

じ
っ
く
り
見
れ
た
の
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

帰
っ
て
来
ら
れ
た
ら
皆

さ
ん
す
が
す
が
し
い
顔

で
疲
れ
た
様
子
も
な
く

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
ゆ
っ

く
り
過
ご
さ
れ
て
帰
宅

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

菖
蒲
見
学
は
皆
さ
ん
満

き
つ
さ
れ
た
様
子
で
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。



　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

一
の
宮
（
一
の
宮
学
園
町
）
で
は
、
平
成

29
年
４
月
29
日
（
土
）
に
、
平
成
29
年
度

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
一
の
宮
家
族
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
一
の
宮
家
族
会
は
、
入

居
者
様
ご
家
族
の
方
々
の
ご
意
見
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
発
足
し
た
会
で
、

今
回
の
総
会
で
は
会
長
・
副
会
長
の
選
出

の
ほ
か
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
・
副
会
長
の
選
出
で
は
、
出
席
者

か
ら
の
多
数
の
賛
同
に
よ
り
、
昨
年
度
会

長
・
副
会
長
が
今
年
度
も
引
き
続
き
選
ば

れ
ま
し
た
。
会
則
で
は
任
期
は
１
年
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
お
二
方
は
快
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
で
は
、
敬
老
会
や
年
末
の
大
掃
除
、
茶

話
会
な
ど
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
29
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

の
反
省
や
結
成
か
ら
２
年
目
と
い
う
こ
と

で
新
し
い
企
画
、
行
事
を
行
っ
て
い
く
事

で
入
居
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

特別養護老人ホーム

家族会総会

に
し
て
い
く
事
を
確
認
し
、

そ
の
中
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
様
々
な

意
見
が
出
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
新
し
く
行
う
行
事
に
つ

い
て
の
詳
細
は
役
員
会
で
改

め
て
話
し
合
う
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

『
施
設
と
の
連
携
を
強
化

し
、
と
も
に
入
居
者
の
暮
ら

し
を
支
え
、
生
活
の
質
の
向

上
を
図
る
活
動
に
協
力
し
、

会
員
相
互
の
理
解
と
親
睦
を

深
め
る
事
を
目
的
と
す
る
。』

と
い
う
本
会
の
目
的
を
果
た

す
為
に
も
施
設
職
員
と
し
て
、

ご
家
族
の
方
々
と
と
も
に
、

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

フェニックス一の宮フェニックス一の宮

お田植祭

児童デイサービスセンター児童デイサービスセンター フェニックスフェニックス

　

６
月
９
日
（
金
）
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
で
は
御
田
植
祭
が
あ
り
、

田
植
や
野
菜
の
収
穫
を
し
ま

し
た
。
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
子
ど
も
達
も
帽
子
や
長
靴

を
持
参
し
参
加
し
ま
し
た
。

　

畑
に
行
く
と
目
の
前
の
野

菜
や
田
ん
ぼ
に
興
味
津
々
！

職
員
が
子
ど
も
達
を
抱
い
て

少
し
だ
け
田
ん
ぼ
の
中
に

入
っ
て
み
ま
し
た
が
、
普
段

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
子
が
、

怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
っ
た

り
、
引
っ
込
み
思
案
な
子
が

平
気
だ
っ
た
り
と
子
ど
も
達

の
意
外
な
一
面
を
発
見
で
き

ま
し
た
。

　

た
ま
ね
ぎ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
で
は
、
自
分
達
の
手

よ
り
大
き
な
野
菜
が
沢
山
採

れ
て
「
大
っ
き
い
！
」
と
目

を
丸
く
し
両
手
で
一
生
懸
命

持
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
で
は
、

子
ど
も
達
が
採
り
や
す
い
よ

う
に
職
員
が
熊
手
で
土
を
掘

り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
道
具

を
見
る
の
も
初
め
て
の
子
ど

も
達
は
じ
っ
と
見
て
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
土
の

中
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
見

つ
け
る
と
袋
に
「
な
い
な

い
す
る
」
と
言
い
な
が
ら

入
れ
る
姿
が
あ
り
、
普
段

の
習
慣
が
自
然
と
出
来
て

い
ま
し
た
。
野
菜
は
持
ち

帰
っ
て
カ
レ
ー
や
肉
じ
ゃ

が
に
変
わ
り
「
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

家
族
の
方
か
ら
も
嬉
し
そ

う
に
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
場
所
に
行
き
、

沢
山
の
人
達
に
声
を
掛
け

ら
れ
緊
張
し
て
い
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
が
、
生
ま
れ

て
初
め
て
の
野
菜
を
収
穫

し
た
子
も
お
り
、
良
い
体

験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

６
月
９
日
（
金
）
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
で
は
御
田
植
祭
が
あ
り
、

田
植
や
野
菜
の
収
穫
を
し
ま

し
た
。
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
子
ど
も
達
も
帽
子
や
長
靴

を
持
参
し
参
加
し
ま
し
た
。

　

畑
に
行
く
と
目
の
前
の
野

菜
や
田
ん
ぼ
に
興
味
津
々
！

職
員
が
子
ど
も
達
を
抱
い
て

少
し
だ
け
田
ん
ぼ
の
中
に

入
っ
て
み
ま
し
た
が
、
普
段

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
子
が
、

怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
っ
た

り
、
引
っ
込
み
思
案
な
子
が

平
気
だ
っ
た
り
と
子
ど
も
達

の
意
外
な
一
面
を
発
見
で
き

ま
し
た
。

　

た
ま
ね
ぎ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
で
は
、
自
分
達
の
手

よ
り
大
き
な
野
菜
が
沢
山
採

れ
て
「
大
っ
き
い
！
」
と
目

を
丸
く
し
両
手
で
一
生
懸
命

持
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
で
は
、

子
ど
も
達
が
採
り
や
す
い
よ

う
に
職
員
が
熊
手
で
土
を
掘

り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
道
具

を
見
る
の
も
初
め
て
の
子
ど

も
達
は
じ
っ
と
見
て
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
土
の

中
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
見

つ
け
る
と
袋
に
「
な
い
な

い
す
る
」
と
言
い
な
が
ら

入
れ
る
姿
が
あ
り
、
普
段

の
習
慣
が
自
然
と
出
来
て

い
ま
し
た
。
野
菜
は
持
ち

帰
っ
て
カ
レ
ー
や
肉
じ
ゃ

が
に
変
わ
り
「
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

家
族
の
方
か
ら
も
嬉
し
そ

う
に
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
場
所
に
行
き
、

沢
山
の
人
達
に
声
を
掛
け

ら
れ
緊
張
し
て
い
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
が
、
生
ま
れ

て
初
め
て
の
野
菜
を
収
穫

し
た
子
も
お
り
、
良
い
体

験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。



障害者支援施設フェニックス

運 動 会運 動 会

　
５
月
31
日
、
障
害
新

舘
３
階
に
お
き
ま
し
て

運
動
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
玉
入
れ
と

パ
ン
食
い
競
争
、
午
後

か
ら
は
借
り
物
競
争
を

行
い
ま
し
た
。
選
手
宣

誓
の
中
に
あ
っ
た
「
心

の
底
か
ら
運
動
会
を
楽

し
み
ま
す
」
と
い
う
言

葉
通
り
、
い
つ
も
は
運

動
が
嫌
だ
と
い
う
方
も

、
こ
の
度
は
心
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取
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、
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委
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と
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て

も
、
大
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喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。

　

玉
入
れ
競
争
で
は
、
4

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。
職
員
と
協
力
し

な
が
ら
楽
し
く
競
い
合
っ

て
お
り
、
普
段
と
は
違
う

形
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

パ
ン
食
い
競
争
で
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
必
死
に

パ
ン
を
取
ろ
う
と
大
き
な

口
を
開
け
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
精
い
っ

ぱ
い
楽
し
そ
う
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
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取
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組
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し

た
。

　

借
り
物
競
走
に
至
っ

て
は
職
員
の
方
が
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
す
る
場
面
も

あ
り
、
あ
く
ま
で
も
利

用
者
様
の
運
動
会
で
す

と
意
見
す
る
ほ
ど
、
利

用
者
様
も
、
職
員
も
一

体
と
な
り
競
技
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
出
番
で
は
な

い
時
に
は
、
大
き
な
声

で
応
援
し
、
ボ
ン
ボ
ン

を
振
る
等
し
て
チ
ー
ム

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

当
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
で
も
あ
り
、
普
段

以
上
に
精
一
杯
身
体
を

動
か
し
、
や
り
切
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
昨
年

に
負
け
な
い
、
よ
り
良

い
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
も
、
今
年
に
負

け
な
い
く
ら
い
、
喜
び

の
絶
え
な
い
素
晴
ら
し

い
運
動
会
に
な
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
と
、
実

行
委
員
会
を
は
じ
め
職

員
一
同
、
精
励
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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ッ
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の

ノ
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に
て
開
催
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れ
る
︑認
知
症
カ
フ
ェ︵
ノ
ビ

リ
テ
ィ
カ
フ
ェ
︶へ
毎
月
第
４
木

曜
日
に
参
加
し
て
い
ま
す
︒
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知
症
カ
フ
ェ
で
は
︑認
知
症

と
は
ど
う
い
う
病
気
か
を
地
域
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が
わ
か
り
や
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寸
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で
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ま
し
た
︒
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に
も
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で
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の
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合
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せ
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た
り
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の
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の
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を
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披
露
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︑琴
の
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演
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を
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せ
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だ
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が
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!!　
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︑
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も
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︒
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外出行事：門司港レトロ

　

初
夏
の
候
、
生
活
介
護
事
業

所
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
は
６
月
５

日
～
６
月
23
日
の
間
、
門
司
港

レ
ト
ロ
に
外
出
を
し
ま
し
た
。

総
勢
約
40
名
の
利
用
者
様
の
参

加
と
な
り
、
企
画
当
初
は
梅
雨

入
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予
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れ
天
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不
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外
出
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間
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。
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司
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司
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ト
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な
時
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で
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ま
し
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摂
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食
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が
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、
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す
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す
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キ
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。
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、
強
い
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の
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で
の
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と
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り
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労
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も
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受
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ら
れ
ま
し
た

が
、
帰
り
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の
車
中
で
「
ま
た

来
年
も
行
こ
う
ね
」「
今
度
は
ど

こ
に
お
出
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け
す
る
の
？
」
と

い
う
た
く
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ん
の
声
を
聞
き
、

来
て
よ
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っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

　

今
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も
利
用
者
様
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
全
で

楽
し
ん
で
頂
け
る
企
画
を
立
案

し
て
気
分
転
換
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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生け花・お茶会

　

そ
の
後
、
花
を
見
な
が
ら
の
お

茶
会
で
す
。
ご
自
分
が
作
成
し
た

生
け
花
を
見
な
が
ら
抹
茶
と
饅
頭

を
頂
き
、
皆
さ
ん
と
て
も
満
足
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
生
け
花
と
一

緒
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
行
事
は

終
了
し
ま
し
た
。
ご
利
用
者
が
作

成
し
た
生
け
花
は
皆
さ
ん
に
持
っ

て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
利
用
者
が
喜
ば
れ
る

行
事
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
19
日
（
月
）
に

月1

回
の
行
事
と
し
て
生
け
花
・

お
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。
切
り
花

を
用
意
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ
に
ご
利

用
者
が
思
い
思
い
に
花
を
さ
し
て

い
き
ま
す
。
長
さ
の
調
整
は
職
員

が
行
い
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
セ

ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
に
職
員
皆
、

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
利
用

者
の
個
性
が
出
て
お
り
皆
違
う
綺

麗
な
生
け
花
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
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今
後
も
ご
利
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が
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行
事
を
考
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い
き
た
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と
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